
CPO-JP会報
2016年　1月号

ご挨拶

新春を寿ぎ、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

CPO-JP 会報 1月号をお届けいたします

理事長　秋田　敏彰
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日本コンテンツ振興機構　　理事長

秋田　敏彰

　　　　　　　　「新年のご挨拶」

新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様、賛助会員の皆様、そして顧問・役員の皆様

には

御健勝にて新玉の年をお迎えになったことと拝察いたし

ております。

冒頭から私事で恐縮ですが、小生愚妻と共に沖縄の那覇

市で年を越しました。

かつて昭和５２年から４年間NHK沖縄放送局に勤務し、

家族４人で過ごしました。着任した時、車はまだ右側を

走っておりました。

本土復帰５年目で人口は百万人余り、国道を封鎖しての

米軍の実弾射撃訓練、続発する米兵の日本人への暴行事

件、経済の３本柱は観光、サトウキビ生産、軍用地料といった状況で、本土と同じ交通方法への変

更も大きな課題でした。

小生は仕事でほぼ毎年のように訪沖していたのですが、夫婦で行くのは１５年振りで今回はレンタ

カーでゆっくり県内を回りました。住んでいたアパートは無人で取り壊すばかりの状態で残ってい

ましたが周辺の町並みは一変していました。郊外や中北部も新しい道路や街が出来て思い出の場所

を探すのに苦労しました。今は人口も１４０万人を超えて増え続けており沖縄特別枠補助金、年間

３０００億円を実感させられる活況でした。

ただ、戦跡の嘉数台地から見下ろす普天間基地や、道の駅から見る嘉手納基地は当時のままで、大

砲の実弾射撃訓練が本土で行われるようになり、返還軍用地に近代的な街が誕生しても沖縄が抱え

る光と影の本質は今も変わっていないことを再認識しました。元日に那覇市内の護国神社に初詣に

行きました。参拝する人波にも沖縄の人々の複雑な思いを感じずにはいられませんでした。

ご挨拶1.

元 株式会社総合ビジョン社長
社団法人日本ゴルフツアー機構 参与



新年早々から中東情勢は緊迫化を増し、南シナ海や尖閣諸島をめぐる中国の覇権主義の台頭、ウク

ライナへのソ連の強権発動、北朝鮮のミサイル・核開発、そしてアメリカ大統領選挙の行方など激

動する世界情勢の中で日本外交は難しい舵取りが求められます。また中国経済の減速や原油価格の

下落による株価の変動など世界経済も目が離せません。世界の政治経済における不透明な環境の中

で、安倍内閣の政策の柱である「デフレからの脱却」をより確かなものにして景気を向上させる為

にも、安倍政権の内政外交における強力なリーダーシップを期待したいと思います。

こうした内外情勢の中で我がCPO-JP の活動も一歩一歩ですが前進しています。

現在正会員が１４社、個人正会員が３人、賛助会員が８社と２人です。

毎月１回正会員による運営会議の他に、事業委員会と技術委員会を随時開いています。また具体的

な活動内容を盛り込んだ会報も毎月１回発行しています。

ただ、機構設立当初の活動の柱であった「コンテンツシティー構想」に代わる構想を纏めきれてい

ません。日本の文化の一つとなったアニメーション制作能力を維持発展させ、アメリカをはじめ台

頭著しい韓国、中国との国際競争力に打ち勝つために、業界共通の課題を洗い出し、その課題の具

体的解決策についてこれからも研究の成果を打ち出していきたいと考えています。

本年も役員・事務局員一同、真摯に取り組んでまいりますので、会員・賛助会員・顧問・監事の皆

様には宜しく御指導・御鞭撻くださいますようお願い申し上げます。

年の初めに当たり皆々様の益々の御隆盛と御繁栄、そして御健勝をお祈り申し上げ年頭のご挨拶と

させていただきます。

　

平成２８年元旦



日本アイ・ビー・エム株式会社　
新設「IBM Client Experience Center」のご紹介2.

東京都中央区日本橋箱崎町所在の隅田川の右岸の隅田川
テラスに面する、日本 IBM本社は、1989年に箱崎事業所
として開設され、2009 年 10 月より本社となっています。
1989 年に開設され、2009 年 10 月より本社となってい
ます。
高層棟の日本 IBM事業所は日本 IBM内で従業員数で最大
で、主に営業部門やサービス部門が入居し、最新の製品・
サービスのセミナーやデモも行われております。
高さ 108m、敷地面積 24,000 ㎡、延床面積 137,000 ㎡
です。
低層棟には、IBM 箱崎ビル内郵便局、ファミリーマー
ト IBM 箱崎ビル店、企業内保育施設の「こがも保育園」
などが入居しています。

建設以来 25年が経過し、2014 年から 2016 年にかけ、全面的なリニューアル工事を実施中です。
リニューアル工事に伴い、箱崎事業所と、豊洲事業所、目黒事業所、渋谷事業所等各場所に点在して
いたお客様向けのセミナーやデモ見学施設を箱崎に集約し、11月に IBM Client Experience Center
としてリニューアルオープンいたしました。
日本 IBM 本社事業所 6・7・8 階にあり、お客様に「IT の新時代」を体感していただくと同時に、こ
の新時代を支える変革を IBMと共に議論の末具現化していく 「共創・共感・共鳴の場」。 お客様に「顕
著な顧客体験」を得ていただくために、様々な仕掛けが用意されています。
是非、IBM箱崎にご来社いただき、弊社製品サービスを見学体感いただきたく存じます。

日本コンテンツ振興機構　　　　　

安藤　弘隆

日本アイ・ビー・エム株式会社



感性  
先進テクノロジーエリア  
IBM Tokyo Industry Lab 
IoT Experience Garage 

協働  

クリエイティブ＆デザインエリア  
IBM Studio 
IBM Mobile first for iOS 

知性  

体感  
セッション＆展示エリア   IBM Solution Center 
先進セキュリティーエリア     IBM Security Operation Center 
ハイブリッド・クラウドエリア  IBM Technology Center  
パートナー様との共創エリア  IBM Innovation Center 
コミュニケーションエリア  IBM Lounge/Blue Hub 
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Client Experience Centerにお越しいただいたすべてのお
客様やビジネスパートナー様とIBM社員がくつろぎなが
ら歓談ができるカフェとなります。新しいベンディング
マシーンとバトラーペッパーが未来のカフェを予感させ
ます 
 
また、IBM BlueHubはスタートアップ企業（新しいビジ
ネスモデルの創出でビジネス化する企業）を社会貢献の
一環としてIBMが支援しているプログラムですが、この
概要をパネルとビデオでご紹介します 
 
 
 

IBM Client Experience Center 概要

詳しくは別紙資料をダウンロードしてご覧ください。
http://cpo-jp.net/report/



次回の理事会と運営委員会のお知らせ3.
次回の理事会は 2月 17（水）16：00 より IBM 様にて行います。※予定
次回の運営委員会は 3月 22（火）16：00 より IBM 様にて行います。※予定

開催日が近くなりましたら、改めまして事務局よりご案内申し上げます



〒180-0003 東京都武蔵野市吉祥寺南町 4-4-13
事務局 TEL: 0422-35-3305　FAX: 0422-70-3073

一般社団法人日本コンテンツ振興機構　
ご意見・ご感想は下記の事務所までご連絡ください。

編集責任者　　専務理事　野口　和紀


